
9  後醍醐天皇綸旨（益田家文書）
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Ｓ
益
田
家
文
書
‐
○
‐
四
。
一
通
。
縦
三
○
・
六
cm
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横
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四
・
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cm
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益
田
家
文
書
は
、
石い

わ

見み
の

国く
に

益ま
す

田
荘

だ
の
し
ょ
う

（
島
根
県
益
田
市
）

を
中
心
と
す
る
武
士
団
益
田
氏
に
伝
来
し
た
武
家
文
書
。

益
田
氏
は
、
戦
国
時
代
に
毛
利
氏
に
従
い
、
近
世
に
は

萩は
ぎ

藩
家か

老ろ
う

を
勤
め
た
。
建け

ん

武む

二
（
一
三
三
五
）
年
二
月

十
二
日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
は
、
後
醍
醐
天
皇
（
一
二
八

八
〜
一
三
三
九
）
が
益
田
家
に
出
し
た
本
領
安
堵

あ
ん
ど

の
文

書
。
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
公
家
一
統
の
政
治
を
目
指
し
た

後
醍
醐
天
皇
は
、
天
皇
の
意
思
を
直
接
的
に
示
す
綸
旨

を
多
用
し
た
。
こ
の
文
書
の
奥
（
左
端
）
は
宛
所

あ
て
ど
こ
ろ

（
文

書
の
受
取
人
）
の
書
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
切
除
さ
れ

て
い
る
（
墨
跡
が
わ
ず
か
に
残
る
）。
宛
所
に
は
南
北
朝

内
乱
期
に
滅
亡
し
た
益
田
総
領
家
の
名
が
記
さ
れ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
、
内
乱
期
の
武
士
の
家
の
動
向
が
う
か

が
わ
れ
る
。〔
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石
見
国
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・
小
石
見
両
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毛
・
疋
見
両
別
符
、

為
本
領
之
上
者
、
募
勲
功
賞
、
可
令
知
行
者
、
天
気
如

此
、
悉
之
、

建
武
二
年
二
月
十
二
日
　
左
少
弁
（
花
押

（
高
倉
光
守
））




